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き
つ
つ
あ
り
、
そ
の
存
在
感
は
日
本
に
も

警
戒
感
を
あ
た
え
て
い
ま
し
た
（
Ⅰ
期
）。

　

イ
ギ
リ
ス
が
本
格
的
に
東
ア
ジ
ア
の
海

に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
ア
ヘ
ン
戦
争
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
自
由

貿
易
を
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
の
思

惑
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
通
商
上
の

利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
も
東
ア
ジ
ア
に

進
出
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
過
程

で
イ
ギ
リ
ス
は
戦
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
八
五
七
年
、
イ
ギ
リ
ス

の
植
民
地
支
配
に
抗
っ
て
イ
ン
ド
で
反
乱

が
発
生
（
イ
ン
ド
大
反
乱
）、
同
時
期
に

中
国
で
も
ア
ロ
ー
戦
争
が
勃
発
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
は
ひ
ろ
く
戦
乱
の
雲
に
包
ま

れ
ま
す
。
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
的
な

関
係
は
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
動
乱
の
な

か
で
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　

Ⅰ
期
の
展
示
で
は
、
日
英
関
係
を
長
期

的
に
、
か
つ
変
動
す
る
世
界
史
の
流
れ
の

な
か
で
と
ら
え
て
き
ま
し
た
。
Ⅱ
期
「
開

国
前
後
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
」
で
も
、
舞

台
背
景
と
な
る
ア
ジ
ア
の
状
況
を
描
き
つ

つ
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
開
国

以
前
の
状
況
か
ら
連
続
さ
せ
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
政
治
・
経
済
・
安
全
保
障
な
ど

幅
広
い
分
野
で
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
る
日

英
両
国
。
そ
の
絆
の
源
流
を
、
当
館
の
貴

重
な
歴
史
資
料
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
に
保

存
さ
れ
て
き
た
新
出
資
料
も
ま
じ
え
て
紹

介
し
ま
す
。

 

（
𠮷
﨑
雅
規
）

　

当
館
は
、
本
年
四
月
か
ら
開
催
し
た
開

館
四
〇
周
年
企
画
展
「
七
つ
の
海
を
越
え

て　
「
鎖
国
」
下
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
」

（
Ⅰ
期
）
に
引
き
続
き
、
幕
末
の
日
英
関

係
を
探
る
企
画
展
を
七
月
一
七
日
か
ら
開

催
し
ま
す
。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
日
英
修
好

通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
翌
年
六
月
に
横
浜

が
イ
ギ
リ
ス
に
も
開
港
さ
れ
ま
す
。
開
港

後
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
横
浜
に
来
航

し
、
都
市
横
浜
の
発
展
、
そ
し
て
日
本
の

近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
横
浜
開
港

後
に
、
初
め
て
日
本
に
来
航
し
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
八

世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
九
世
紀
の
前
半
に

か
け
て
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
日
本
に
近
づ
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企 画
展

は
じ
め
に

　

企
画
展
の
準
備
を
か
ね
て
、
筆
者
は
二

〇
一
九
年
と
二
〇
二
〇
年
の
二
度
に
わ

た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
資
料
保
存
機
関
を
訪

れ
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
に

か
か
わ
る
新
た
な
歴
史
資
料
の
発
掘
に
つ

と
め
た
。
な
か
で
も
、
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
に

所
在
す
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
公
文
書
館

（Public Record O
ffice of N

orthern 
Ireland

）
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
幕
末

明
治
の
外
交
官
・
法
律
家
ヒ
ラ
ム
・

シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
（H

iram
 

Shaw
 W
ilkinson 

一
八
四
〇
〜
一
九
二

六
）
の
関
連
資
料
は
、
幕
末
維
新
史
の
研

究
者
の
あ
い
だ
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
興
味
深
い
発
見
と
な
っ
た
。

　

ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
文
書
（‶W

ilkinson 
Papers"

）
に
含
ま
れ
る
資
料
の
年
代
は

一
八
五
七
年
か
ら
一
九
二
四
年
に
お
よ

び
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
の
生
涯
を
ほ
ぼ
カ

バ
ー
す
る
個
人
資
料
（
個
人
の
手
元
に
残

さ
れ
た
文
書
）
群
で
あ
る
。
時
間
の
制
約

か
ら
調
査
は
一
部
分
に
と
ど
ま
っ
た
も
の

の
、
そ
の
な
か
か
ら
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン

が
初
来
日
時
に
利
用
し
た
Ｐ
＆
Ｏ
汽
船

（Peninsular and O
riental Steam

 
N
avigation Com

pany

）
の
船
旅
（
一

八
六
四
〜
六
五
年
）
に
関
す
る
資
料
を
紹

介
し
た
い
と
思
う
。

　

一
八
三
七
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｐ
＆
Ｏ
社

は
、
ア
ジ
ア
へ
の
交
通
を
担
っ
て
い
た
イ

ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
海
運
会
社
で
あ
る
。

一
八
四
〇
年
代
に
イ
ン
ド
か
ら
セ
イ
ロ

ン
、
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
、
イ
ギ

リ
ス
の
ア
ジ
ア
進
出
に
沿
う
か
た
ち
で
東

南
ア
ジ
ア
へ
航
路
を
延
ば
し
、
一
八
四
五

年
に
は
香
港
に
達
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
外
洋
航
路
を
掌
握
す
る
必
要
か
ら
、
同

社
に
補
助
金
を
あ
た
え
る
か
わ
り
に
、
航

路
・
寄
港
地
・
便
数
な
ど
に
政
府
の
意
向

を
反
映
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
四
〇
年

代
以
降
の
ア
ジ
ア
で
の
戦
争
に
あ
た
っ
て

兵
員
の
輸
送
を
担
わ
せ
る
な
ど
、
政
府
は

同
社
と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
た
。
Ｐ
＆

Ｏ
社
の
船
に
よ
る
ア
ジ
ア
へ
の
船
旅
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
進
出
の
軌
跡
を
た
ど

る
旅
に
も
な
り
う
る
。

ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
と
旅
の

「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

　

ヒ
ラ
ム
・
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン

は
一
八
四
〇
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ベ
ル

フ
ァ
ス
ト
に
生
ま
れ
た
。
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト

の
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
を
卒
業
。
一
八
六
四

年
、
外
務
大
臣
ラ
ッ
セ
ル
に
通
訳
生
の
候

補
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
八
月
二
二
日
、
日

本
に
派
遣
さ
れ
る
通
訳
生
に
任
命
さ
れ

た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
は
同
年
に
結
婚
し

た
妻
を
と
も
な
っ
て
秋
に
サ
ウ
ザ
ン
プ
ト

ン
を
出
発
し
て
日
本
に
向
か
う
こ
と
に
な

る
。

　

日
本
へ
の
旅
に
先
立
つ
八
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
、
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
ウ
ィ
ル
キ

ン
ソ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
リ
ー
デ
ン
ホ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
所
在
し
た
Ｐ
＆
Ｏ
社

と
書
簡
を
か
わ
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本

に
向
か
う
旅
程
や
旅
費
、
荷
物
の
逓
送
に

つ
い
て
や
り
と
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

く
わ
え
て
資
料
群
に
は
、
同
時
期
に
Ｐ
＆

Ｏ
社
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
同

社
の
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
。

　

折
り
し
も
一
八
六
四
年
は
、
Ｐ
＆
Ｏ
社

が
上
海
―
横
浜
間
に
月
二
回
の
定
期
航
路

を
開
い
た
年
で
あ
る
。
の
ち
に
同
社
の

ト
ッ
プ
を
つ
と
め
る
ト
ー
マ
ス
・
サ
ザ
ー

ラ
ン
ド
が
、
六
〇
〇
ト
ン
の
小
さ
な
蒸
気

船
、
コ
リ
ア
を
購
入
し
て
日
中
間
の
航
路

に
投
入
し
た
と
い
う
。
図
１
の
航
路
図
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
地
中
海
、
イ
ン
ド
洋

を
へ
て
中
国
に
伸
び
る
航
路
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
一
番
東
に
長
崎
と
横
浜
が
示

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
資
料
に
は
イ
ギ

リ
ス
（
サ
ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
）

か
ら
ア
ジ
ア
各
地
（
東
ア
ジ
ア
の
終
着
地

は
上
海
）
へ
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
（
図

２
）
も
掲
載
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
こ
ろ

み
に
、
サ
ウ
ザ
ン
プ
ト
ン

か
ら
上
海
ま
で
の
旅
路

を
、
こ
の
資
料
を
も
と
に

し
て
た
ど
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

ア
ジ
ア
へ
の
船
旅

　

旅
の
出
発
は
、
ウ
ィ
ル

キ
ン
ソ
ン
が
予
定
し
て
い

た
一
〇
月
二
七
日
の
サ
ウ

ザ
ン
プ
ト
ン
か
ら
は
じ
め

よ
う
（
そ
の
後
の
具
体
的

な
旅
程
は
不
詳
）。

　

サ
ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
か
ら

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
エ

ジ
プ
ト
）
ま
で
は
、
月
に

四
便
（
各
四
、
一
二
、
二

〇
、
二
七
日
発
）
が
運
航

し
て
い
た
。
船
は
一
一
月

一
日
に
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に

寄
港
、
そ
こ
か
ら
地
中
海

に
入
り
五
日
に
マ
ル
タ
、

そ
し
て
九
日
に
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
に
到
着
す
る
。

　

ス
エ
ズ
運
河
開
通
以
前

の
こ
の
時
期
は
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
か
ら
紅
海
北
端

の
ス
エ
ズ
は
鉄
道
で
あ

1864年、イギリスからのP＆O汽船の旅
北アイルランド公文書館寄託ヒラム・ショー・ウィルキンソンの資料から

図１　Ｐ＆Ｏ汽船の航路網（アジア部分）
‶Hand Book of Information for Passengers and Shippers"　北アイルランド公文書館寄託
The Deputy Keeper of the Records, Public Record Office of Northern Ireland D1292/C/1

アレクサンドリアアレクサンドリア

スエズスエズ

アデンアデン

ボンベイボンベイ

ペナンペナン

シン
ガポ
ール

シン
ガポ
ール

香港香港

上海上海
長崎長崎

横浜横浜
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る
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
文
書
に
含
ま
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、‶H

and-Book of 
Inform

ation Relative to the Journey 
A
cross Egypt" 

に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
カ
イ
ロ
ま
で
（
一
六
二

マ
イ
ル
＝
約
二
六
〇
キ
ロ
）
は
所
要
約
五

時
間
、
さ
ら
に
カ
イ
ロ
か
ら
ス
エ
ズ
ま
で

（
九
〇
マ
イ
ル
＝
約
一
四
四
キ
ロ
）
は
同

四
時
間
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
到
着
の
三
日
後
に
、
ス
エ
ズ
か
ら

の
船
に
乗
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　

ス
エ
ズ
か
ら
は
ボ
ン
ベ
イ
行
き
、
モ
ー

リ
シ
ャ
ス
行
き
、

カ
ル
カ
ッ
タ
行
き

と
三
つ
の
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
が
掲
載

さ
れ
る
が
、
ウ
ィ

ル
キ
ン
ソ
ン
が
乗

り
換
え
を
予
定
し

て
い
た
ボ
ン
ベ
イ

（
現
ム
ン
バ
イ
）

航
路
を
た
ど
る
。

ス
エ
ズ
か
ら
ボ
ン

ベ
イ
行
き
は
月
二

便
だ
が
、
一
一
月

一
二
日
発
の
船
に

搭
乗
す
る
と
、
一

八
日
に
ア
ラ
ビ
ア

半
島
南
端
の
ア
デ

ン
、
そ
し
て
二
六

日
に
ボ
ン
ベ
イ
に

達
す
る
。

　

ボ
ン
ベ
イ
か
ら

は
月
二
回
香
港
ま

で
の
便
が
あ
る
。

一
一
月
二
九
日
に

ボ
ン
ベ
イ
を
発
つ

と
、
一
二
月
一
二

日
に
ペ
ナ
ン
、
一

四
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
二
五
日

に
香
港
に
到
達
。

さ
ら
に
香
港
を
一
二
月
二
七
日
に
出
航
す

る
船
に
乗
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
一
月
一
日
に

上
海
に
到
着
す
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｐ
＆
Ｏ

社
の
船
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
に
お
け

る
拠
点
都
市
を
結
び
な
が
ら
、
極
東
へ
と

進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
夫
妻
は
、
実

際
に
は
一
八
六
五
年
一
月
二
五
日
に
Ｐ
＆

Ｏ
社
の
フ
ォ
ル
モ
サ
（Form

osa

）
号
で

横
浜
に
到
着
し
た
こ
と
が
、
横
浜
の
英
字

新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
に
見
え

る
か
ら
、
新
婚
旅
行
が
わ
り
の
こ
の
航
海

の
途
中
で
、
観
光
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
の
そ
の
後

　

そ
の
後
の
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
の
経
歴
に

つ
い
て
少
し
だ
け
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　

通
訳
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
公
館
で
勤
務

を
は
じ
め
た
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
だ
が
、
一

八
七
〇
年
に
妻
を
東
京
で
亡
く
し
、
三
人

の
子
供
を
連
れ
て
い
っ
た
ん
ベ
ル
フ
ァ
ス

ト
に
戻
っ
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
は
法
学

士
を
目
指
し
て
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
で
勉
学

を
再
開
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
る
。
一

八
七
二
年
、
日
本
へ
の
帰
任
命
令
を
う
け

て
横
浜
に
も
ど
っ
た
あ
と
、
ウ
ィ
ル
キ
ン

ソ
ン
は
領
事
館
の
職
能
の
う
ち
法
律
部
分

を
お
も
に
担
う
よ
う
に
な
る
。
神
戸
と
大

阪
で
領
事
裁
判
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
一
八

七
三
年
に
横
浜
の
領
事
、
一
八
七
六
年
に

は
東
京
の
副
領
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
一
八

七
七
年
か
ら
は
、
横
浜
の
領
事
裁
判
所
で

法
律
書
記
官（Law

 Secretary

）を
つ
と

め
た
。
そ
の
後
、
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
高
等

領
事
裁
判
所
な
ど
を
経
て
、
横
浜
イ
ギ
リ

ス
領
事
裁
判
所
で
一
八
九
七
年
か
ら
一
八

九
九
年
ま
で
判
事
と
し
て
活
躍
。
一
九
〇

五
年
ま
で
つ
と
め
た
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
高

等
領
事
裁
判
所
主
席
判
事
を
最
後
の
キ
ャ

リ
ア
と
し
て
帰
国
し
、
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
で

出
身
校
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
の
副
学
長
と

な
っ
た
。
死
去
は
一
九
二
六
年
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
は
法

律
家
と
し
て
日
本
・
中
国
で
長
き
に
わ

た
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
た
、
横
浜

に
も
ゆ
か
り
が
深
い
イ
ギ
リ
ス
人
の
ひ
と

り
で
あ
る
。
資
料
群
の
な
か
に
は
、
明
治

初
期
の
横
浜
・
江
戸
を
写
し
た
古
写
真
も

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
ふ
れ
た
資
料
と

あ
わ
せ
て
企
画
展
で
紹
介
し
た
い
。
な

お
、
今
回
は
十
分
な
調
査
が
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
再
訪
の
機
会
を
得
ら
れ
た
折
り
に

は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
報
告
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
𠮷
﨑
雅
規
）

《
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北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
公
文
書
館
の
調
査
に

あ
た
っ
て
は
、同
館
の Patricia M

arsh

氏
と Grace Gordon 

氏
に
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

図２　イギリスからアジアへのＰ＆Ｏ汽船のタイムテーブル
‶Hand Book of Information for Passengers and Shippers"　北アイルランド公文書館寄託
The Deputy Keeper of the Records, Public Record Office of Northern Ireland D1292/C/1
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展 示
余 話

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
号
の
来
航

　

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
一
四

日
、
ピ
ー
タ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
船
長
の
イ
ギ

リ
ス
商
船
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
号
が
浦
賀
に
来
航

し
、
幕
府
に
交
易
を
要
求
し
た
。
江
戸
時

代
後
期
に
は
い
り
、
東
京
湾
に
初
め
て
来

航
し
た
異
国
船
で
あ
る
。
浦
賀
奉
行
所
の

役
人
た
ち
は
八
〇
艘
の
船
で
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

号
を
取
り
囲
み
、
ま
た
三
浦
半
島
沿
岸
部

の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
会
津
藩
も
、
大

小
一
五
〇
艘
の
船
を
出
動
さ
せ
る
。

　

イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
地
方
を
出
発
し
た

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
号
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の

港
で
交
易
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
ロ
シ
ア
領

ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ
て
い
た
。
ゴ
ー
ド
ン

は
ロ
シ
ア
の
露
米
会
社
（
毛
皮
を
入
手
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
国
策
会

社
）
と
取
引
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
横
山
伊
徳
『
開
国
前
夜
の
世
界
』
吉
川

弘
文
館
、
二

〇
一
三
年
）。

　

イ
ギ
リ
ス

船
の
周
囲
は

緊
張
感
に
包

ま
れ
た
が
、

江
戸
か
ら
か

け
つ
け
た
浦

賀
奉
行
ら

が
、
イ
ギ
リ

ス
と
は
交
易

は
お
こ
な
わ

な
い
の
で
帰

帆
す
る
よ
う

に
諭
す
と
、

イ
ギ
リ
ス
人

た
ち
は
荒
々

し
い
素
振
り

は
見
せ
ず
、

意
外
に
も

「
平
和
」
に

出
航
し
て

い
っ
た
と
い

う
（『
新
横

須
賀
市
史
』

通
史
編 

近

世
、
横
須
賀
市
、
二
〇
一
一
年
）。

　

こ
の
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
号
と
乗
組
員
な
ど
を

描
い
た
絵
画
を
、
七
月
ま
で
開
催
し
た
企

画
展
「
七
つ
の
海
を
越
え
て　
「
鎖
国
」

下
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
」
に
出
陳
し
た
。

展
示
室
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
っ

て
、
詳
細
な
解
説
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
な
か
な
か
稀
少
な
資
料

で
も
あ
り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
紹
介
を

こ
こ
ろ
み
た
い
。

船
の
概
要
と
船
員
リ
ス
ト

　

資
料
は
全
六
枚
。
本
紙
は
お
お
む
ね
タ

テ
二
七
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
四
〇
セ
ン
チ
で
、

台
紙
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　

図
１
は
、
帆
を
巻
き
取
っ
た
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
号
を
左
舷
側
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
船

と
船
員
に
関
わ
る
概
要
が
記
さ
れ
る
。
表

題
部
に
は
「
文
政
元
戊
寅
年
五
月　

相
州

三
浦
郡
海
辺
へ
漂
着
〻

〻

（
渡
来
）」
と
あ

り
、
続
い
て
「
西
洋
「
諳
危
利
亜
」
商
船

　

九
人
乗
」、
船
の
長
さ
「
六
十
歩

ブ
ウ
ト

（
フ
ィ
ー
ト
か
）」、
幅
「
十
四
歩
」、
深
さ

（
喫
水
）「
水
際
よ
り
十
歩
」
と
そ
の
サ

イ
ズ
が
記
さ
れ
る
。「
一
フ
ウ
ト
日
本
曲か
ね

尺じ
ゃ
く

一
尺
一
寸
五
分
（
約
三
五
セ
ン
チ
）」

と
注
釈
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

船
の
大
き
さ
は
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
聞
き

取
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
船
名
は
ロ
ー
マ

字
で
「BRO

T
H
ERS

」
と
記
さ
れ
「
ブ

ロ
デ
ル
ス
」
と
の
よ
み
が
ふ
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
乗
組
員
の
名
前
、
年
齢
、
出
生

地
が
左
記
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
情

報
が
正
し
け
れ
ば
、
乗
組
員
は
二
〇
代
か

ら
三
〇
代
前
半
の
若
者
た
ち
で
構
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

船
主　

ビ
ー
ド
ル　

ゴ
ウ
デ
ル　

廿
九
才　

諳
危
利
亜
ノ
内
ロ
ン
ド
ン
出
生
／
按
針
役　

□（
ゼ
）ー
ヱ
ン　

ク
イ
ン　

廿
二
才　

同

所
／
火
工　

ジ
ヨ
□
ゼ　

ヲ
ー
ル
ト　

三

十
二
才　

同
国
シ
ユ
タ
ヘ
ン
／
水
夫　

シ

ヱ
メ　

ス
メ
ヱ
ン　

廿
六
才　

同
国
ウ
ヱ

ム
ス
／
（
同
）
ヤ
ン
ロ　

ベ
ン
ソ
ン　

廿

才　

ロ
ン
ド
ン
／
（
同
）
シ
ヤ
ン　

ウ
イ

ト　

三
十
二
才　

同
国
シ
イ
ル
ス
／

（
同
）
テ
ル
フ
ス　

ミ
ッ
ト　

三
十
才　

同
国
リ
ネ
ン
／
料
理
人　

セ
イ
メ　

ス
カ

ラ
ー
ク　

二
十
九
才　

同
国
ホ
ー
ツ
メ
ウ

ス
／
小
使　

シ
ヨ
ル
セ　

カ
レ
ン
ス　

廿

二
才　

同
所

船
員
の
服
装
・
所
作

　

図
２
で
は
三
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
（「
諳

危
利
亜
人
」）
を
描
き
、
詳
細
な
コ
メ
ン

ト
を
加
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
身
体

的
特
徴
に
つ
い
て
、「
眼
中
赤
、
鼻
等

「
ヲ
ラ
ン
タ
」
ノ
如
シ
、（
中
略
）
髪
毛
赤

ク
」
な
ど
と
オ
ラ
ン
ダ
人
と
比
較
し
な
が

ら
観
察
し
、「
何
レ
モ
セ
イ
（
背
）
高
ク

力
量
モ
ア
リ
ト
見
ヘ
テ
大
炮
ヲ
カ
ル
々
々

（
軽
々
）
ト
積
移
等
セ
シ
也
」
と
、
力
が

強
い
こ
と
を
見
て
取
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
身
の
回
り
の
品
と
所
作
に
も

目
を
向
け
、「
常
ニ
テ
ヌ
ク
イ
ノ
如
キ
布

ヲ
襟
ニ
結
フ
、
何
ニ
テ
モ
是
ニ
テ
拭
フ
、

ゾ
ウ
キ
ン
ノ
如
シ
」
と
タ
オ
ル
の
よ
う
な

も
の
と
そ
の
使
い
方
を
描
写
す
る
。
ま

た
、「
沐
浴
ノ
事
ヲ
聞
カ
ズ
、
錫
ノ
器
ヨ

リ
白
キ
石
脂
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
惣
身
ニ
塗
、

右
ノ
手
巾
ニ
テ
拭
、
垢
ヲ
去
也
」
と
記

文政の日本人が描いたイギリス船
文政元年（1818）来航ブラザーズ号の関係資料

図１　ブラザーズ号側面図　当館蔵
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し
、
入
浴
の
か
わ
り
に
石
け
ん
だ
ろ
う

か
、
油
分
が
含
ま
れ
た
も
の
で
身
体
を
清

め
て
い
る
と
観
察
し
て
い
る
。

　

服
装
に
つ
い
て
は
、「
船
主
ト
舵
工
ト

花
色
（
強
い
青
色
）
羅
紗
（
毛
織
物
）
ノ

短
衣
ヲ
キ
ル
」
と
、
真
ん
中
の
人
物
が
羽

織
っ
て
い
る
衣
服
を
描
写
。「
足
袋
」
は

「
メ
リ
ヤ
ス
」
の
よ
う
に
編
ん
だ
も
の
で

イ
ギ
リ
ス
に
も
ベ
ン
ガ
ル
に
も
あ
る
と

し
、「
股
引
」（
ズ
ボ
ン
）
は
「
木
ノ
皮
ニ

テ
織
」
っ
て
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
製
と
い

う
。
さ
ら
に
「
肌
着
」
は
「
木
綿
羽
二
重

（
滑
ら
か
な
絹
織
物
）
ノ
如
シ
、
白

キ
事
雪
ニ
ヒ
ト
シ
、「
ベ
ン
カ
ラ
」

モ
メ
ン
（
木
綿
）
ト
云
」
と
観
察
し

て
い
る
。
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
地
方

は
良
質
の
綿
織
物
の
生
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
木
綿
製
な
が
ら
そ

の
滑
ら
か
さ
と
白
さ
に
筆
者
は
少
々

驚
い
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
。食

器
と
持
ち
物

　

図
３
に
は
机
、
食
器
、
傘
、
工
具

な
ど
、
船
内
で
使
用
す
る
日
用
品
を

描
く
。
中
央
の
机
の
上
に
並
ぶ
食
器

の
う
ち
、「
鉢
」
に
は
「
羊
ノ
肉
ヲ

塩
煎
ニ
シ
テ
盛
」
り
、「
高
麗
焼
ニ

似
」
た
「
白
キ
鉢
」
に
は
「
ブ
タ
ノ

塩
モ
ノ
ヲ
盛
」
と
、
食
器
に
よ
る
料

理
の
使
い
分
け
ま
で
観
察
し
て
い
る

か
ら
、
作
者
は
実
際
に
食
事
を
と
る

情
景
を
見
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
主

食
（
パ
ン
か
）
に
つ
い
て
は
「
飯
ハ

鉢
ニ
盛
、
砂
糖
或
蜜
ヲ
カ
ケ
テ
モ

食
」
す
と
説
明
。「
茶
ハ
ブ
ル
ッ
キ

（
ブ
リ
キ
）
ヘ
入
、
白
湯
ヲ
ツ
キ
テ
出
」

し
、「
酒
」
は
「
別
ニ
砂
糖
ヲ
入
テ
モ
呑

也
」
と
記
し
て
い
る
。

　

左
に
描
か
れ
る
「
チ
ヤ
ウ
ナ
」「
カ
ン

ナ
」「
鋸
」「
砥
石
」
な
ど
の
「
大
工
道

具
」
は
「
何
レ
モ
能
キ
レ
ル
也
」
と
評
す

る
が
、
作
者
は
実
際
に
試
用
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
右
側
に
描

か
れ
る
コ
イ
ン
の
な
か
に
は
「
ベ
ン
カ

ラ
」
で
通
用
す
る
銀
銭
（
八
十
五
文
、
約

一
七
〇
〇
円
）、
銅
銭
（
三
十
五
文
）
な

ど
、
船
の
来
航
地
を
指
し
示
す
も
の
も
見

ら
れ
る
。

資
料
の
特
徴

　

本
資
料
は
ま
ず
そ
の
年
代
の
古
さ
が
特

筆
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀

の
は
じ
め
に
か
け
て
外
国
船
が
日
本
近
海

に
し
ば
し
ば
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
メ
イ
ン
と
な
る

捕
鯨
船
が
本
格
的
に
日
本
近
海
で
操
業
を

開
始
す
る
の
は
一
八
二
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
だ
か
ら
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

の
時
点
で
外
国
船
の
来
航
事
例
は
ま
だ
さ

ほ
ど
多
く
な

い
。
少
な
く
と

も
関
東
地
方
に

お
い
て
は
、
近

世
後
期
に
来
航

し
た
外
国
船
・

外
国
人
（
イ
ギ

リ
ス
人
）
を
描

い
た
最
古
級
の

資
料
の
ひ
と
つ

と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
旧
家

に
残
る
古
文
書

の
な
か
に
は
幕

末
期
以
前
に
来

航
し
た
外
国
船

を
描
い
た
も
の

が
散
見
さ
れ
る

が
、
本
資
料
の

よ
う
に
こ
と
細

か
に
説
明
を
つ

け
、
か
つ
彩
色

で
描
写
さ
れ
た

も
の
は
さ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
観

察
の
詳
細
さ
と
そ
の
結
果
の
イ
ラ
ス
ト
の

精
緻
さ
は
、
本
資
料
の
稀
少
性
を
高
め
て

い
る
。

　

当
館
に
は
横
浜
開
港
以
前
の
対
外
関
係

（
日
本
と
外
国
の
関
係
）
を
あ
き
ら
か
に

す
る
資
料
も
少
な
か
ら
ず
所
蔵
が
あ
り
、

「
開
港
」
に
い
た
る
経
緯
を
知
る
重
要
な

歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
折
を

見
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

（
𠮷
﨑
雅
規
）

図２　イギリス人船員　当館蔵

図３　イギリス人の持ち物　当館蔵
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資料
よもやま話

　

安
政
七
（
万
延
元
・
一
八
六
〇
）
年
二

月
、
幕
府
は
外
国
人
襲
撃
を
企
図
す
る
尊

王
攘
夷
派
浪
士
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
外

国
人
の
行
動
範
囲
で
あ
る
遊
歩
区
域
に
見

張
番
屋
を
置
く
と
と
も
に
、
横
浜
開
港
場

近
郊
の
東
海
道
保
土
ヶ
谷
宿
に
関
東
取
締

出
役
を
常
駐
さ
せ
た
。
関
東
取
締
出
役
は

「
八
州
廻
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
関
東
八
か

国
を
順
次
廻
村
し
、
寄
場
組
合
（
御
改
革

組
合
）
を
単
位
と
し
て
村
々
の
取
締
に
あ

た
っ
て
い
た
。

　

同
年
五
月
、
関
東
取
締
出
役
は
情
報
収

集
活
動
の
成
果
を
「
風
聞
探
索
書
」
に
ま

と
め
、
幕
閣
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
四
月
下
旬
頃
、
水
戸
藩
領
河
和

田
郷
士
高
倉
長
八
郎
宅
に
天
狗
派
士
分
・

神
職
・
農
兵
ら
尊
攘
激
派
三
五
人
ほ
ど
が

集
ま
り
、
横
浜
の
外
国
人
襲
撃
を
計
画
し

て
い
る
と
い
う
（
井
伊
正
弘
編
『
井
伊
家

史
料　

幕
末
風
聞
探
索
書
』
下
、
万
延
・

文
久
編
、
復
刻
版
、
雄
山
閣
、
一
九
九
九

年
、
三
三
七
・
三
三
八
頁
）。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
尊
攘
激
派
が
水
戸
藩
領

内
の
湊
か
ら
船
に
乗
り
、
浦
賀
に
上
陸
し

て
横
浜
に
向
か
う
と
い
う
海
上
ル
ー
ト
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
陸
地
点

は
浦
賀
に
限
ら
ず
、
海
で
つ
な
が
っ
て
い

る
以
上
、
ど
の
海
岸
に
お
い
て
も
取
締
を

ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

　

前
号
で
は
幕
府
の
軍
艦
に
よ
る
浪
士
取

締
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
本
号
で
は
横

浜
開
港
場
近
郊
の
海
岸
取
締
に
関
す
る
資

料
を
取
り
上
げ
、
幕
府
の
浪
士
対
策
と

村
々
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

海
岸
取
締
態
勢
の
構
築

　

安
政
七
年
二
月
五
日
夕
刻
、
オ
ラ
ン
ダ

船
長
デ
・
フ
ォ
ス
と
デ
ッ
ケ
ル
が
横
浜
で

殺
害
さ
れ
た
。
事
件
当
日
の
夜
、
横
浜
近

郊
の
磯
子
村
で
は
、
来
村
の
不
審
者
や
宿

泊
者
を
取
り
調
べ
よ
と
い
う
出
張
役
人
か

ら
の
命
を
受
け
、
山
林
や
寺
社
地
を
含
む

村
内
を
隈
な
く
捜
索
す
る
た
め
人
足
五
六

人
を
動
員
し
、
篝
火
を
焚
い
て
警
戒
に
あ

た
っ
た
が
、
犯
人
を
探
し
出
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た

（「
三
ヶ
村
海

岸
順
見
日

記
」
堤
真
和

家
文
書
、
第

一
回
調
査
五

四
九
）。

　

次
い
で
同

年
三
月
三

日
、
大
老
井

伊
直
弼
が
尊

王
攘
夷
派
水

戸
浪
士
等
の

襲
撃
を
受
け

て
命
を
落
と

す
と
い
う
桜

田
門
外
の
変

が
起
こ
る
。

同
月
一
五

日
、
保
土
ヶ

谷
宿
の
関
東

取
締
出
役
吉

岡
静
助
・
石

井
鑵
之
助
・

中
川
孫
市
は

横
浜
近
郊
の
海
岸
村
々
（
北
方
・
本
牧
本

郷
・
根
岸
・
瀧
頭
・
磯
子
・
森
公
田
・
森

雑
色
・
森
中
原
・
杉
田
）
に
対
し
て
取
締

の
強
化
を
命
じ
て
い
る
（
前
掲
「
三
ヶ
村

海
岸
順
見
日
記
」）。海
岸
村
々
は
①
北
方
・

本
牧
本
郷
、
②
根
岸
・
瀧
頭
・
磯
子
、
③

森
公
田
・
森
雑
色
・
森
中
原
・
杉
田
の
三

組
合
に
分
か
れ
、
取
締
を
遂
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
見
張
番
屋
に
よ
る
内

陸
の
取
締
態
勢
と
は
異
な
る
、
海
岸
固
有

の
特
別
な
取
締
態
勢
で
あ
っ
た
。

　

関
東
取
締
出
役
が
海
岸
村
々
に
対
し
て

命
じ
た
の
は
「
海
岸
の
義
は
尚
も
っ
て
旅

船
な
ら
び
に
出
船
等
は
申
す
に
及
ば
ず
、

村
々
通
行
の
旅
人
止
宿
は
勿
論
、
す
べ
て

往
来
の
御
武
家
方
其
の
ほ
か
旅
人
等
ま
で

銘（
明
）細
に
所
・
姓
銘（
名
）を
承
り
置
く
べ
き
」（
同

前
。
原
文
は
書
き
下
し
文
に
改
め
、
一
部

の
漢
字
を
平
仮
名
表
記
と
し
た
）
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
海
岸

村
々
を
代
表
す
る
北
方
・
本
牧
本
郷
・
根

岸
の
三
か
村
は
「
今
般
横
浜
表
御
取
締
向

厳
重
に
仰
せ
出
さ
れ
候
に
付
き
、
私
ど
も

村
方
の
義
は
海
岸
に
付
き
別
段
御
取
締
向

仰
せ
渡
さ
れ
畏
み
奉
り
候
」と
し
て
、「
村

下
よ
り
渡
船
は
勿
論
、
他
所
の
船
、
村
下

え
碇
泊
等
仕
り
候
は
ば
早
速
相
糺
し
、
怪

し
き
様
子
相
見
へ
候
は
ば
早
々
寄
場
最
寄

大
小
惣
代
え
申
し
立
て
る
べ
し
」
と
の
請

書
を
提
出
し
て
い
る
（
同
前
）。
海
岸
に

は
①
「
御
用
の
ほ
か
み
だ
り
に
渡
船
一
切

仕
ら
ず
候
事
」、
②
「
海
岸
御
取
締
御
用

仰
せ
出
さ
れ
、
い
よ
い
よ
厳
重
に
相
守
り

申
す
べ
き
事
」、
③
「
す
べ
て
旅
船
乗
合

の
義
、
当
浦
上
陸
相
断
り
申
し
候
」
と
い

う
三
か
条
を
記
し
た
傍
示
杭
が
打
た
れ
た

（「
懐
中
手
控　

壱
」
堤
真
和
家
文
書
、
第

一
回
調
査
六
二
九
）。

　

ま
た
、
森
公
田
村
の
村
役
人
を
務
め
た

斉
藤
清
四
郎
家
に
伝
来
し
た
「
乍
恐
書
付

ヲ
以
奉
願
上
候
」（
支
配
・
状
八
）
に
よ

れ
ば
、
命
を
受
け
て
三
か
月
が
経
過
し
た

六
月
、
海
岸
九
か
村
で
は
村
役
人
・
小
前

百
姓
が
昼
夜
交
代
で
海
岸
を
見
廻
り
、
旅

船
な
ど
が
沖
合
に
停
泊
し
て
い
た
場
合
は

す
ぐ
に
人
夫
を
召
し
寄
せ
、
小
船
を
出
し

て
検
問
を
行
っ
て
い
た
と
あ
る
。

幕末の海岸取締と村々

図１　横浜周辺外国人遊歩区域図　1867年頃　当館蔵
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海
岸
取
締
御
用
と
向
き
合
う
村
々

　

海
岸
取
締
に
お
け
る
船
の
動
員
は
、
漁

業
を
営
む
百
姓
が
多
か
っ
た
海
岸
村
々
だ

か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、

村
の
生
業
を
圧
迫
す
る
要
因
に
も
な
り
得

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
内

陸
を
取
り
締
ま
る
見
張
番
屋
関
連
の
費
用

や
番
人
な
ど
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
前
述
の
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願

上
候
」
に
は
、
海
岸
取
締
の
負
担
を
他
村

に
も
補
っ
て
も
ら
お
う
と
保
土
ヶ
谷
宿
組

合
の
大
惣
代
に
願
い
出
た
が
聞
き
届
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
海
岸
の

儀
は
漁
業
七
分
の
場
に
て
、
田
畑
等
も
少

な
く
、
且
つ
ま
た
近
年
不
漁
引
き
続
き
、

何
れ
も
困
窮
手
薄
の
者
ど
も
の
み
に
て
、

少
々
貯
え
も
無
く
」と
訴
え
、「
海
岸
御
用
」

を
勤
め
る
代
わ
り
に
内
陸
の
見
張
番
屋
関

連
の
負
担
を
軽
減
し
て
ほ
し
い
と
再
度
願

い
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
い
が
聞
き
届

け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い

が
、
外
国
人
殺
傷
事
件
が
そ
の
後
も
止
む

こ
と
は
な
く
、
か
り
に
見
張
番
屋
関
連
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
以
上
に
海
岸
取
締
関
連
の
負
担
が
増
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
五

月
二
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
仮
公
使
館
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
江
戸
高
輪
の
東
禅
寺
に

水
戸
浪
士
が
押
し
入
り
、
書
記
官
オ
リ

フ
ァ
ン
ト
と
長
崎
領
事
モ
リ
ソ
ン
が
負
傷

す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
（
第
一
次

東
禅
寺
事
件
）。
関
東
取
締
出
役
は
水
戸

浪
士
の
さ
ら
な
る
襲
撃
に
備
え
、
海
岸

村
々
に
対
し
て
取
締
強
化
を
厳
命
し
、
こ

れ
を
受
け
た
海
岸
村
々
は
六
月
一
二
日
付

で
次
の
よ
う
な
請
書
を
作
成
し
て
い
る

（
前
掲
「
懐
中
手
控　

壱
」）。

（
前
略
）
今
度
怪
し
き
浪
人
体
の
者
、

下
総
辺
よ
り
乗
船
に
て
罷
り
越
し
申
す

べ
し
や
の
風
聞
御
座
候
に
付
き
、
な
お

ま
た
昼
夜
油
断
無
く
海
岸
通
り
は
別
て

御
取
締
向
精
々
相
心
得
、
自
然
右
様
の

者
徘
徊
い
た
し
候
か
、
ま
た
は
不
審
の

船
等
相
見
え
候
節
は
厳
し
く
相
糺
し
、

其
の
上
怪
し
き
体
の
者
見
受
け
候
は
ば

其
の
処
に
留
め
置
き
、
早
速
御
注
進
申

し
上
げ
奉
る
べ
き
旨
仰
せ
渡
さ
れ
、
一

同
承
知
畏
み
奉
り
候
（
後
略
）

　

結
局
、
水
戸
浪
士
に
よ
る
海
路
か
ら
の

襲
撃
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
海
岸
取
締

態
勢
を
解
除
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
。
海
岸
村
々
は
疲
弊
し
な
が
ら
も
継
続

的
に
浪
士
取
締
に
向
き
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
海
岸
取
締
を

十
全
に
遂
行
す
る
こ
と
は
可

能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
掲
「
三
ヶ
村
海
岸
順
見

日
記
」
を
み
る
と
、
浪
士
を

捕
縛
し
た
事
例
は
確
認
で
き

な
い
が
、
金
沢
野
島
の
浦
賀

屋
辰
五
郎
船
（
三
人
乗
合
）、

杉
田
村
か
ら
太
田
陣
屋
へ
帰

る
途
中
の
越
前
藩
士
河
崎
金

四
郎
ら
を
検
問
し
て
お
り
、

浪
士
の
行
動
を
抑
止
す
る
機

能
は
果
た
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
か
。

　

し
か
し
、
時
に
は
見
ず
知

ら
ず
の
者
を
留
め
置
い
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
四
月

二
九
日
に
森
公
田
村
役
人
が
横
浜
番
所
付

役
人
に
宛
て
た
「
乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉

申
上
候
」（
斉
藤
清
四
郎
家
文
書
、
支
配
・

状
一
二
）
に
よ
る
と
、
同
月
二
六
日
夜
に

浪
士
の
よ
う
な
風
貌
を
し
た
三
人
が
男
二

人
（
一
四
歳
と
一
一
歳
く
ら
い
）、
女
二

人
を
連
れ
て
村
で
の
宿
泊
を
求
め
て
き

た
。
折
悪
し
く
村
役
人
は
不
在
で
あ
り
、

留
守
を
預
か
っ
て
い
た
「
家
内
」
は
足
を

患
っ
て
い
る
者
が
い
る
と
告
げ
ら
れ
て
不

憫
に
思
い
、
村
の
地
蔵
堂
に
宿
泊
さ
せ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
二
七
日
に
帰
宅
し
て

経
緯
を
知
っ
た
村
役
人
は
至
急
報
告
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
海
岸
取
締
の

た
め
に
廻
村
し
て
き
た
横
浜
番
所
付
役
人

の
耳
に
入
り
、
村
役
人
が
取
り
調
べ
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
村
役
人

は
二
九
日
早
朝
に
止
宿
の
七
名
を
追
い

払
っ
た
こ
と
を
申
し
上
げ
、
赦
免
を
歎
願

し
て
い
る
。

　

外
国
人
が
居
留
す
る
横
浜
開
港
場
を
い

か
に
警
衛
す
る
か
。
こ
れ
は
諸
外
国
と
条

約
を
結
ん
だ
幕
府
に
と
っ
て
対
外
問
題
に

関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
神
奈
川

奉
行
を
中
心
に
関
内
の
警
衛
が
強
化
さ

れ
、
沖
合
に
は
幕
府
の
軍
艦
が
配
備
さ
れ

た
。
遊
歩
区
域
内
に
は
見
張
番
屋
が
置
か

れ
、
人
々
の
往
来
を
取
り
締
ま
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
海
上
ル
ー
ト
で
横

浜
近
郊
か
ら
上
陸
す
る
浪
士
の
動
き
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た

横
浜
警
衛
の
隙
間
を
埋
め
る
べ
く
、
海
岸

取
締
態
勢
は
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 

（
神
谷
大
介
）

図２　根岸湾の風景。中景は根岸村、遠景は本牧本郷村
フェリックス・ベアト撮影　1868年頃　当館蔵

図３　第１次東禅寺事件
イラストレイテッド・ロンドン・ニュース　1861年　当館蔵
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ミ ニ
展 示

　
「
日
本
の
灯
台
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ

る
イ
ギ
リ
ス
人
土
木
技
師
ブ
ラ
ン
ト
ン

（
一
八
四
一
〜
一
九
〇
一
）
は
、「
横
浜
の

ま
ち
づ
く
り
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
、
今
年

は
生
誕
一
八
〇
年
・
没
後
一
二
〇
年
に
あ

た
る
。

　

本
誌
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ

ン
ト
ン
は
日
本
政
府
に
雇
わ
れ
て
一
八
六

八
（
慶
応
四
・
明
治
元
）
年
、
二
七
歳
の

時
に
来
日
し
た
。
七
六
（
明
治
九
）
年
に

帰
国
す
る
ま
で
の
八
年
間
、
全
国
各
地
で

灯
台
築
造
を
主
導
し
な
が
ら
、
開
港
都
市

と
し
て
歩
み
始
め
た
ば
か
り
の
横
浜
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
た
。

　

以
下
は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
手
が
け
た
お

も
な
事
業
や
計
画
だ
が
、
実
に
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
横

浜
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
近
代
化
が
進

み
、
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
そ
し

て
横
浜
の
魅
力
的
な
都
市
景
観
と
も
な
っ

て
い
る
。

① 

横
浜
居
留
地
と
横
浜
港
の
測
量
（
一
八

六
八
〜
七
〇
年
）

②
鉄
道
敷
設
の
意
見
書
（
六
九
年
）

③
電
信
機
の
導
入
（
六
九
年
）

④
下
水
道
敷
設
（
六
九
〜
七
七
年
）

⑤
道
路
整
備
（
六
九
年
）

⑥ 

吉
田
橋
の
鉄
橋
へ
の
架
け
替
え
（
六
九

年
）【
図
２
】

⑦
上
水
道
計
画
（
七
〇
年
）

⑧ 

新
埋
立
居
留
地
の
造
成
（
七
〇
〜
七
一

年
）
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▼企画展
　横浜開港資料館開館40周年記念
　七つの海を越えて
　開国前後の日本とイギリス
　会期：2021年 7 月17日（土）～11月 7 日（日）
▼ 展示関連講座　「開国前後の日本とイギリ
ス」
　日時：2021年 8 月21日（土）14：00～15：30
　会場：横浜開港資料館 講堂
　講師：𠮷﨑雅規（当館調査研究員）
　定員：40人、参加費：500円
お申込：「往復はがき」または「ウェブサイ
ト」からお申込ください（申込 1 件につき
お 1 人様のみ）。
〔往復はがき〕　イベント名・〒住所・氏
名（ふりがな）・電話番号を明記し、〒231-
0021 横浜市中区日本大通 3　横浜開港資
料館企画展示講座係までお送りください。
〔ウェブサイト〕
当館ウェブサイトより申し込みサイト（横
浜市歴史博物館の予約サイト）へお進み
ください（スマホ、タブレットは不可）。
申込締切： 8 月 6 日（金）17：00まで（往復は
がきの場合は必着）、申込多数の場合抽選
▼展示関連書籍
　『図説日英関係史　1600～1868』（仮題）
編：横浜開港資料館　発行：公益財団法
人横浜市ふるさと歴史財団・原書房
B 5 判、170頁、オールカラー 2,750円（予価）
　江戸時代（1600～1868）の日本とイギリ
スの歴史的関係をわかりやすく紹介する

資 料 館
だ よ り

休館日・休室日のお知らせ
（ 7/17  ～  11/7）

展示設営及び資料整理のため、以下の
日はお休みさせて頂きます。なお、毎週
月曜日は通常の休館日となり、閲覧室
は毎週月曜日・火曜日ともに休室いた
します。
＊ 8/9（月・祝）、9/20（月・祝）は開館い
たします。
展示室 8/10㈫、9/21㈫

閲覧室 上記及び8/11㈬、9/22㈬、
9/30㈭

ただくか、電話でお問い合わせくださ
い。
開室時間　10：00～12：00、13：30～15：30
休 室 日　 月曜日・火曜日（祝日の場合

は翌日）、資料整理日、年末年
始など

電話番号　045－201－2150
電話受付時間（開室日のみ）　10：00～
12：00、13：00～16：00

▼twitter配信中
展示や所蔵資料のほか、開港資料館の
「今」の情報をお届けします。
twitter　＠yoko_archives

＊ 今後の状況により、開館日や開催内容等を
変更する場合がございます。最新情報は、
当館ホームページでご確認ください。

「図説」本。当館の所蔵する貴重な歴史資
料のほか、イギリスに残されていた新出資
料など250枚の図版を掲載。内容構成：日
英の出会い／「鎖国」日本とイギリス／イ
ギリスのアジア進出／開国前夜／アジア
の戦乱と開国／開港都市／攘夷と維新。
▼濱ともデーについて
　2022年 3 月までの毎月第 2 水曜日に濱
ともデーを開催します。
　この日は、横浜市内在住65歳以上の方
限定で入館料が無料となります。
＊ ご入館の際に「濱ともカード」をご提
示ください。

▼寄贈資料
・ 菊田つる旧蔵アルバム　5 冊
　（大久保美彦氏）
・ 写真・ポストカード　45枚
　（大久保美彦氏）
▼閲覧室での資料閲覧利用について
　閲覧室のご利用は、事前予約制（先着
順）です。
　閲覧希望日前日の正午までに、電話で
予約してください。予約なしでの入室は
できません。
＊ 詳細は、当館ホームページでご確認い

図１　晩年のブラントン
E.M.ウォーホップ（Wauchope）
氏寄託・当館保管「ブラントン
旧蔵資料」から

「横浜のまちづくりの父」
Ｒ・Ｈ・ブラントン（Richard Henry Brunton）

図２　「横浜鉄橋之図」（部分）
貞秀画　1870（明治 3 ）年　当館蔵


